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それではご覧ください



桐蔭学園 探究
（未来への扉・みらとび）



桐蔭学園の三本柱
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GEAR(⻭⾞)のようなもの

どの教科にも分類できないが
どの教科にも必要

ギ ア

探究の授業って？



⾼校2年⽣⾼校1年⽣

3学期2学期1学期3学期2学期1学期

論⽂発表希望するゼミに分かれて
個⼈・グループ研究

探究基礎スキ
ルの習得

週1時間×2年間

未来への扉 (みらとび・総合的な探究の時間)



◆みらとび発表会（19年より毎年秋頃開催）
⾼校1年2年が参加。
⾼校2年⽣の中間発表会。
⇒ “緊張感”のある場で全員が発表

◆論⽂執筆
5年⽣、2年⽣修了時
までに
論⽂を全員が執筆。

未来への扉 (みらとび・総合的な探究の時間)



◆本校の特徴
・週1単位のゼミ活動
・探究のテーマは⽣徒⾃⾝の興味関⼼による
・“全員が”⾃⾝の探究を⾏うために全員参加の発表
会を毎年開催

未来への扉 (みらとび・総合的な探究の時間)



①発表会の形式の発展

②探究の質の全体的向上

③教科との往還の強化

2年間の変化



２年前（2021年12⽉） 今年度（2023年11⽉）

・質疑応答を活発にすることを⽬的に「グループワーク」を導⼊(2022)。
・グループワークの活性化のために「協働振り返りシート」を導⼊（2023）。

①発表会の形式の発展



◆2021年より発表会の運営の主体を⽣徒に
①発表会の形式の発展

・やらされている探究からの脱却
・みらとび発表会は「知の学園祭」



①発表会の形式の発展

▲協働振り返りシート⾒本

2022年アンケート

2023年アンケート



①発表会の形式の発展
2023年アンケート



①発表会の形式の発展
2022年アンケート

2023年アンケート



②探究の質の全体的向上
発表会を経て、各ゼミの教員が代表を推薦。
⇒ そこから探究推進教員が代表⽣徒を選定
し、代表発表会を実施。本年度で3回⽬。評価、
選定にはルーブリックを⽤いる。



②探究の質の全体的向上
本年度は昨年度の選定基準を超える⽣徒が
増加。さらに基準をあげて代表⽣徒を選出。

⇒ 発表会の様⼦が「みらとび」のHPに掲載
されています。
https://www.miratobi.jp/presen



②探究の質の全体的向上
本年度は昨年度の選定基準を超える⽣徒が
増加。さらに基準をあげて代表⽣徒を選出。

ゼミ名タイトル

理系マルチ ゼミはがれにくい絆創膏の追求

理系総合 ゼミ米粉パンを美味しくするにはどうしたらいいか

社会生活マルチ ゼミコンビニスイーツがヒットし流行を生み出すには

理数 ゼミ「マジックをより魅力的に見せるには」

人文社会 ゼミ”つかむ”には

日本文化 ゼミなぜ私たちは制服を着崩すのか



みらとび発表会（11/15）＆代表発表会（12/11）



③教科との往還の強化
観点別評価導⼊にともない、各教科科⽬で
パフォーマンス課題を導⼊。

⇒ 思考⼒・判断⼒・表現⼒
をはかる。



③教科との往還の強化
【パフォーマンス課題例】
・⾼2倫理 「社会課題について考える」
⇒ ニュースや⾝の回りの出来事を哲学的・倫
理的な視点から論じる。
・⾼1化学 「⾝の回りの現象の仕組みについて
考える」
⇒ 醤油から塩化ナトリウムを取り出す⽅法を
考える。



③教科との往還の強化
【パフォーマンス課題例】
・⾼2倫理 「社会課題について考える」
・⾼1化学 「⾝の回りの現象の仕組みについて考える」



◆⾼校⽣ビジネスプラン・グランプリ
学校賞「ビジネスプランゼミ」

◆社会科研究発表⼤会
⾼⽂連会⻑賞「伝統的な⽔防⼯法を活⽤した現代⽔害への対策」
部会⻑賞「⼈と⼈をつなぐ道」

2023年度外部コンテスト



◆Benesse全国探究コンテスト
1次審査通過9名（現在2次審査）

・アイドルの⼈権〜恋愛禁⽌について〜
・ハイキュー︕︕のスーパープレイと現実のコネクションを読み解く
・はがれにくい絆創膏の追求
・宇宙空間で光の圧⼒を使った送電を考える
・ AIが法廷に⽴てば冤罪をなくせるのだろうか
・難⺠・避難⺠の現状〜私たちができることとは〜
・遺伝⼦組み換えやゲノム編集技術で架空の⽣物は作れるのか
・⽬で⾷を楽しむには
・伝統的な⽔防⼯法は現代の⽔害に活⽤できるのか
◆中⾼⽣全国探究コンテスト
2次審査通過2名（最終審査は2⽉）

・ホームレスの視点から⾒る現代⼈の求める⾃由とは
・⽣態学の視点から⾒るポケット・モンスターの世界

2023年度外部コンテスト
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